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1.私と防災

専門：社会教育・生涯学習
防災教育、多文化・多民族教育

授業：生涯学習支援論（防災教育を含む）
生涯学習概論、多文化教育論など担当

研究テーマ：
・パウロ・フレイレ（ブラジルの教育学者）の
思想と教育実践
・マイノリティ（在日外国人、アイヌ民族）や社会
的弱者の教育
・防災教育（東日本大震災以降本格的に）

3



東日本大震災を契機とした実践・活動と研究

＜実践・活動＞

・2011年4月末から大船渡市で災害復旧・復興支

援活動
ー炊き出し、泥かき、支援物資整理、写真、洗浄、工具支援ー

・市民活動への参加：

大船渡支援相模原市民ボランティアの会

・熊本地震、九州北部豪雨、北海道胆振東部地震

での支援・調査活動

・国分寺市光公民館防災講座コーディネーター
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＜研究活動＞

・被災地の公民館活動の教訓に学ぶ

・復興過程における社会教育・生涯学習の果たす

役割

・社会教育における防災教育のグローバル展開

野元弘幸編著『社会教育における防災教育の展開』 大学教育出

版、2018年8月

・教育専門職員の養成・研修における防災教育プ

ログラムの開発と国際的展開
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＜国際共同研究・交流ネットワーク＞
・ニュージーランドの防災関係者と共同研究
日本と同じプレートの潜り込みで災害が発生
TSUNAMI の危険性

・国連防災機関 UNDRR を核とした世界の防災関係
者・防災教育関係者と連携
日本の防災の教訓を世界に発信
とりわけ、地域における防災の取り組みの重要性
特にcommunity-based  地域に根差す活動
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地域（地元）での活動

• 相模原市緑区沢井（旧藤野町）

落合自治会（28戸）

落合地区自主防災隊（7名） 書記

活動－毎年1回のお祭りの片づけの際に訓練

―年4回防災備品の点検と動作確認

発電機、チェンソー、油圧ジャッキなど

の動作確認

＊清掃活動や自治会総会の時に

ーニュースの発行

2019年台風15号（避難支援）、19号（被災）
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＜支援活動＞ 2011年4月30日朝の大船渡市内
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大船渡市内でのボランティア活動 2011年5月
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支援物資集積所でのボランティア活動
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避難所での炊き出し 大船渡市末崎地区三十刈公民館
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被災地訪問学習 大船渡市内仮設団地集会所でお話を聞く
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ボランティアが開催する3・11の集い 相模原市
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＜研究活動＞ 高知県黒潮町 佐賀地区 佐賀中学校
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佐賀地区高台避難所
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佐賀地区高台避難所
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海抜 35.5ｍ →  68.5m
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佐賀小学校横の避難路 標語
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高知県沿岸部に建設された避難タワー
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ニュージーランドとの共同研究
タウランガ市、パパモア海外の防災
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津波避難に関する看板 タウランガ市
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ニュージーランドでも有名なリゾート・住宅地
パパモア海岸（北島東海岸）
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落合地区自主防災隊による備品の点検
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2. 東日本大震災から10年

〇震災遺構・公園や資料館の整備

津波伝承館（岩手県陸前高田市）

石巻市震災遺構大川小学校（宮城県石巻市）

南三陸町震災復興祈念公園（宮城県三陸町）

→被災地訪問学習の重要性

忘れないために

今でもわが子を捜す大川小行方不明児童の遺族
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高田松原津波復興祈念公園（岩手県陸前高田市）
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津波伝承館（陸前高田市）
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石巻市震災遺構大川小学校
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南三陸町震災復興祈念公園と旧防災対策庁舎
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〇調査・研究で明らかになったこと

日頃から丁寧な防災訓練・防災学習を行っていた
地区・施設では犠牲者が少ない。

学校：石巻市大川小学校 ⇔ 釜石市小中学校の津波防災
犠牲者84名 約3千の児童・生徒無事
（児童74名、教職員10名）

地域：名取市閖上（ゆりあげ）地区 ⇔ 大船渡市赤崎地区
犠牲者850名 1,404世帯（3,926名）のうち

（地区人口7000名） 48名が犠牲
犠牲者率 約10％ 犠牲者率 約1％
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3. 地域における防災がなぜ重要か

(1)地域の防災力とは何か

防災のハード面とソフト面

ソフト面の核となる「地域の防災力」

地域から一人の犠牲者も出さないように、地域住
民が主体となって災害に向き合い、人的・物的に
被害を最小限に食い止め、いち早く復興に歩み出
すことのできる地域の組織力や人間関係力、助け
合いの力
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「自助」「共助」という視点の大切さ

〇自助
一人ひとり、各家庭で災害に備えること。
食料備蓄、家具転倒防止、消化器設置

〇共助
お隣同士、ご近所、地域で助け合うこと。
声掛け、要援護者支援、救出、避難所運営

・・・・・・・・・・・・・・＜72時間＞・・・・・・・・・・・・・・・
〇公助
消防、警察、自衛隊、市役所、政府による救援
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(2) 方法としての「地域」：重要な視点

〇地域から一人の犠牲者も出さない
高齢者、障がい者、寝たきりの方、妊婦さん
外国人 ＊人権の視点
人命については「減災」であってはならない。

〇地域の生活現実と歴史に根差す

高齢者、子育て世帯
家の前の小川の氾濫や裏山のがけ崩れ
過去の災害の歴史、先人の教えに学ぶ
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(3) 地域の防災力の重要性

〇災害に備える（避難を中心に）

災害前から地域で丁寧に防災訓練・防災学習を行って、
災害に備えていた地域では、備えが不十分だった地域
と比較すると明らかに犠牲者の数が少ない。

〇復旧・復興

避難所スムーズな運営

高い受援力 *受援力：援助を受け入れる力

仮設住宅・災害復興住宅建設や移転などもスムーズ
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例）岩手県大船渡市赤崎地区の事例

備え：防災訓練参加率向上の努力 100％を目指す。

ヘルメットや非常用バッグを配布

孤立した場合のヘリポート確保

避難所運営：すぐに本部立ち上げと組織体制

毎朝の集会；お知らせや情報共有

避難所での高台避難訓練 ＊避難所での避難訓練

多くの直接（市経由ではない）の支援を受け入れ

復興：住民参加による復興のまちづくり

拙稿「大船渡市赤崎地区公民館の避難・復旧経験に学ぶ」石井山竜平編『東日
本大震災と社会教育ー3・11後の世界に向き合う社会教育』国土社、2012年。
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(4) 地域の防災力を高めるには

・災害や防災備品に関する知識
・消火や救急救命のスキル
これらは重要だが、、、

地域の防災力を高めるためには、地域の自治の力を核と
する「地域の総合力」を高めることが重要

地域の人間関係力・組織力
日頃の自治活動を通じての人間関係づくり
公民館での学習・文化活動などを通じての人のつながり
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例）国分寺市高木町自治会防災部の活動

立川断層帯があり首都直下型地震では甚大な被害が想定
地域の自治の力をベースに質の高い防災活動を行っている。

人口：1200世帯3100人 加入率約70％（都市部では驚異的な高さ）
1967年発足。1982年 高木町自治会防災部設置
1984年 地域防災計画計画／町内点検／「防災のまちづくり通信」発行

活動： 資源ごみの集団回収 →防災関連の資金集め
「防災知恵袋」作成
防災訓練は100％参加を目指して
「防災ファミリーひろば」では子ども、子育て世代の参加を重視
井戸水の定期的な水質検査

特徴： 自治会活動と防災活動が一体化
防災部長は歴代女性がほとんど。→女性や子育て世代の視点

櫻井幹三「国分寺市高木町の防災活動と公民館での学習」『月刊社会教育』742号、
2018年3月

38



高木町自治会主催 防災ファミリーひろば
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防災ファミリーひろば 発電機のスイッチを入れる子どもたち
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防災ファミリーひろば スケジュール

41



おわりに

コロナ禍での防災を考える
感染症から身を守ることと

災害から身を守ることの共通性

＜健康学習の目的＞
自分の健康に関する自己管理能力を身につける
＜防災学習の目的＞
災害から自己の身を守るという危機管理能力を身につける

地域の防災力を活かした感染症対策
ワクチン接種の声かけなどの助け合い
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